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（Granville Stanley Hall, 1844-1924）も、『入学時における子どもの心の内容』(Hall,G.S., 1883
年)や『青年期』(Hall,G.S., 1904)といった論文を著している。また、彼の影響を受けたアーノル
ド・ゲゼルは、「青年の心理学(1927)」の中で、10 歳から 16 歳までの青年の特性を年齢ごとに
細かく記載している。 
 知能研究・知能検査の進歩も発達心理学の展開と関係しており、ビネー式知能検査を開発した




























































における暴力行為の発生件数は約 6 万件と 3 年連続で増加し、小・中学校においては過去最高
となった。また、最近の小学生による同級生への恐喝事件、女子中学生の大麻所持事件などに象





















































































兵庫県においては、平成 9 年の神戸市須磨区における A 少年の残忍な殺人事件をきっかけに




   実際の兵庫県下の小学校、中学校、高等学校等での「いのちの教育」の授業での実践例の主な
ものをあげると、表Ⅰ-1 のようになる。 
   表Ⅰ-1 いのちの教育実践例 
(兵庫県教育委員会「命の大切さ」を実感させる教育プログラムより) 
   








   兵庫県・神戸市では生と死を考える教育の充実が緊急課題となり、いのちの誕生に携わる職種
である助産師に、神戸市保健福祉局子育て支援部から日本助産師会兵庫県支部へ 2003 年「性教
育」の依頼があった。神戸市の公立中学校 1 年生を対象に助産師が「いのちの大切さのデリバ





表Ⅰ-2 性教育デリバリー授業の流れ (神戸市教育委員会) 














































   Institute  of  Medical and Clinical Practice の教授である Benjamin Rush が、1798 年に庭
で働く精神病患者の一人に症状の軽減を発見し、土いじりが効果的であることを主張したことが
起源となっている(グロッセ，1994)。1878 年にミシガン州 Pontiac 州立病院で、農作業が治療
プログラムの大きなウェイトを占め、1879 年にはフィラデルフィアの Friends Hospital に初の
精神病患者用グリーンハウスが誕生した。園芸療法が本格的にはじまるのは第二次世界大戦後の
アメリカで、傷痍軍人のなかで戦前に農業を営んでいた人たちを農業に復帰させようという事業
が発端である。カリフォルニア州にLong Beach Veterans Administration Hospitalが開設され、
療法士が個々の障害に応じて改良した農具を利用した訓練が行われた。1955 年にはミシガン州
立大学がはじめて園芸療法の分野での学士号を授与した。1959 年ニューヨーク大学メディカル
センターの Institute for Rehabilitative Medicine が脳血管障害、労働災害、脊髄損傷の後遺症
患者の治療施設として、園芸療法用グリーンハウスを開設し身体障害者のための利用が新たな局
面を迎える。1960 年代になると多くの大学において園芸療法に関する講義が始まり、1971 年に
カンザス州立大学が教授 20 名を集め National Council for Therapy and Rehabilitation 





























 3. 現状と実践例 























































































 2. 性教育デリバリー授業の内容 










神戸市立 A中学校の中学 1年生 242名（男子 135名、女子 107名）を対象とした。 
 （2）手続き 
この学習プログラムを利用して、性教育デリバリー授業を実施した。実施時期は、平成





















  「いのちのアンケート」質問項目と授業前後の評定値を、質問事項別、男女別に示し 
たものが、表Ⅱ-1である。また図Ⅱ-2に、授業前後の評定値の変化を男女別に示す。 











化は観察されなかった（前 61.7点、後 62.4点）。 
 
（2）「自尊心尺度」得点の結果 
  「自尊心尺度」質問項目と授業前後の得点を、質問事項別、男女別に示したものが、 
表Ⅱ-2である。また図Ⅱ-3に、授業前後の得点の変化を男女別に示す。 
 
  表Ⅱ-2 「自尊感情尺度」調査の結果 
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授業前後の得点は、男子がそれぞれ 12.2点と 13.2点、女子は 12.8点と 13.9点で、男女とも
授業後の自尊感情得点が授業前に比べ、有意に増加した（それぞれ t(8)=-3.32,p<.05）、
























 2. 授業の内容  
 （1）いのちの大切さを育む学習プログラム 












 (2) 犯罪被害者の体験談を中心にした「いのちの授業」実践 











144名、女子 144)を対象にして２学期 10月から「命の授業」プログラムを計画し、実践した。 
(2) 犯罪被害者の体験談を中心にした『いのちの授業』」については、A中学校の 1年 
21 
 
288名と 2年生 242名を対象に実施した。NPO法人ひょうご被害者支援センター主催の 

















  以下に示すような授業後の感想文が見られた。 
① 「実際の犯罪に巻き込まれた方の経験なのでドキッとした。」 
② 「死に対する恐怖感から次第に犯罪防止への気持ちが生まれてきました。」 





































































 第 1節 植物についての意識調査 





  1．中学生の植物意識の環境による影響 





  （2）対象および調査時期 
    A中学校は、神戸市の山間部に開けた新興住宅地を中心とする地域であり、親が教 
   育熱心であり、勉強に対する関心が高い。B中学校は、神戸市の西に位置し、古くか   
   ら開けた田園の広がる農耕地域で、地域に密着した行事等も多く、部活動もさかん  
   な学校である。C中学校は、海岸に臨む高台を中心にした住宅地で、古くからの居住  
   者と最近の新築マンション増加に伴う外部からの転居者が混在する地域である。 
    調査対象はすべて平成 21年度中学 1年生で、A中学校 262名（男子 141名、女子 
   121名）、B中学校 168名（男子 88名、女子 80名）、C中学校 132名（男子 66名、 
   女子 66名）を用いた。を中心とした調査を平成 21年度 6月に実施した。 
 









図Ⅲ-1  A中学校における調査結果 
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    A中学校 1年生では、居住環境としては半分強が一戸建てで、また、家族構成は 
80％以上が核家族である。 



















核家族が 70%とその割合が A中学校より少ない(図Ⅲ-2)。 













図Ⅲ-2  B中学校における調査結果 
  
    C 中学校の居住環境は、A 中学と同様、一戸建てと集合住宅が半々である。家族構
成は、80％以上が核家族である(図Ⅲ-3)。 






























   対象として A 中学校の生徒を用いた。1 年生と 3 年生は平成 20 年度の生徒であった
が、学校事情により 2年生は平成 23年度生を用いた。 
 






    植物に対する意識について、回答した各選択肢の割合を示したのが、図Ⅲ-4、図Ⅲ-5、
図Ⅲ-6である。それぞれ、A中学校 1年生、2年生、3年生のものを示す。 





せると全体で約 70％を上回り、女子については 80％を超える。 





























図Ⅲ-6  A中学校 3年生の調査結果 





































































































































   前述のように、クラスによって育て方が異なっていたため、クラス別にデータ
処理を行った。 
    トマトを食べたかどうかについては、クラスによって差が見られる。3 組、6 組



















図Ⅳ-3「トマトに対する興味」への回答   図Ⅳ-4 「今後の栽培意欲」への回答 
 
栽培後のものの見方の変化もクラスによる差が見られ、3 組と 1 組は、「全く変わっ










  表Ⅳー1 「栽培後のものの見方」の相関関係 
表Ⅳー2 「トマトに興味を持った」の相関関係  
1組 2組 3組 4組 5組 6組 7組
1組 1
2組 -0.28139 1
3組 0.99132 -0.16413 1
4組 0.256847 0.780152 0.381621 1
5組 -0.16599 0.96545 -0.03714 0.897777 1
6組 0.719774 0.284444 0.800024 0.816007 0.478282 1
7組 0.715656 0.416369 0.771735 0.652539 0.43358 0.713471 1
1組 2組 3組 4組 5組 6組 7組
1組 1
2組 -0.07859 1
3組 0.9625 0.186456 1
4組 0.778397 0.537463 0.894841 1
5組 0.378123 0.892104 0.610036 0.841446 1
6組 0.759955 0.495598 0.855507 0.98735 0.78753 1
7組 0.522197 0.807812 0.729677 0.90906 0.98694 0.855179 1
39 
 
トマトへの興味については、「興味を持った」割合について、1 組と 3 組間で高い相
関が見られた。4 組と 6 組、7 組や 5 組と 7 組の相関も高かった。 
栽培後のものの見方については、「見方が変わった」割合の高い 1 組と 3 組が高い
相関を示した。逆に、「見方が変わらなかった」割合についても 2 組と 5 組間で高い
相関が見られた。 



















  感想文として、以下のような例が見られた。 
  ①少し見ない間にも葉が増えていたり、茎の長さが長くなっていたりして成長の様
子が見られ、うれしくなった。 
  ②花が咲いたとき、やったなと思った。 




































第 2 節 ミニトマトおよびペチュニア栽培が意識変容に及ぼす効果   
1. 目的 






 2. 方法 
  （1）対象および栽培条件 
中学 3 年生（2010 年度）は、6 クラス 228 名を対象に、統制条件 4 クラスとミニ
トマト栽培条件 2 クラスを設定した。統制条件として、栽培も飼育もしないクラスで
ある。中学 2 年生（2011 年度）は、141 名を対象に、統制条件１クラス、ミニトマト
栽培条件１クラス、ペチュニア栽培条件１クラスを、また中学 1 年生（2012 年度）
は 288 名を対象に全クラスミニトマト条件とした。2012 年度の中学 1 年生について




    5 月初旬より 1 クラスを 6 つの班に分けて各班 1 つのプランターと 2 つの苗を配布し
た。プランターには赤玉土を敷き詰め、その上に培養土を入れ、油粕を元肥として苗を
植え付けて栽培を始めた。5 月中旬には支柱を渡して立てた。以後は、各クラス水やり当
番等を話し合わせて決めさせ、世話を任して 7 月 1 学期終業式頃の収穫までトマトの様子
を観察させ、ノートに記録するように指導した(資料 4)。図Ⅳ-7 にその様子を示す。 
 
 ②ペチュニア栽培 
  ペチュニア（Petunia x hybrida）は、ミニトマトと同様、同時期に、市販のペチュ
ニアの苗を購入し、1 クラス 6 班に分けて 1 班につき 3 つの苗を与え、赤玉土の上に
培養土をかぶせて植えつけをして、以後水やりをさせて管理させた。栽培の様子につい
て記録ノートを取らせた(資料 5)。図Ⅳ-8 にその様子を示す。 
    
（3）分析方法 
   前述の「命の大切さ実感尺度」16 項目と「自尊感情尺度」9 項目を用いて、栽培の





















 3. 結果 
  （1）ミニトマト栽培条件 
  ①「いのちのアンケート」および「自尊感情尺度」得点 
3 年生を対象とした「いのちのアンケート」および「自尊感情尺度」得点の栽培前・
後比較を示したのが表Ⅳ-4、5 である。 

















質問項目 統制 ミニトマト 統制 ミニトマト
あなたは、自分にいいところがあると思いますか。 3.079 3.157 3.150 3.265
あなたは、「よくやったなあ」と自分をほめることがありますか。 3.000 3.157 3.079 3.265
あなたは、人の役に立つ活動をしていますか。 3.043 3.188 3.164 3.206
あなたは、お手伝いなどをしてほめられることがありますか。 3.295 3.464 3.304 3.382
あなたは、何かに夢中になることはありますか。 4.101 4.100 3.936 4.250
あなたは、何かをやりとげたという体験をしていますか。 3.820 3.871 3.748 3.868
あなたは、自然のすばらしさにふれて感動することがありますか。 3.399 3.652 3.403 3.544
あなたは、命ってすばらしいと感動することがありますか。 3.453 3.714 3.550 3.676
あなたは、身近に何でも話せる人がいますか。 4.065 4.029 3.971 3.912
あなたは、家族との楽しい時間をすごしていますか。 3.691 3.855 3.707 4.000
 あなたは、命は大切なものだと思いますか。 4.309 4.543 4.171 4.403
あなたは、命を大切にしていますか。 4.245 4.443 4.086 4.206
あなたは、長生きしたいと思いますか。 4.043 4.200 3.729 4.075
あなたは、自殺はしてはいけないと思いますか。 4.152 4.171 4.129 4.209
あなたは、いつかは死ぬのだから人生は無意味だと思いますか。※ 3.826 3.957 3.636 4.118
あなたは、命より大切なものはないと思いますか。 3.367 3.357 3.336 3.456



















同様に 2 年生を対象とした結果が表Ⅳ-6、7 である。ここでは、比較として、統制群
とペチュニア栽培群の結果も掲載してある。 
















統制 ミニトマト 統制 ミニトマト
・何かしようとするとき、むずかしそうだと、他の人に手伝ってもらいたくなります。 2.424 2.543 2.536 2.544
・決められたことは、きちんとやるほうです。 2.820 2.928 2.843 2.941
・他の人を、とてもうらやましく思います。 2.746 2.671 2.799 2.912
・もし生まれ変わることができたら、今度は別の人になりたいと思います。 2.748 2.657 2.734 2.529
・自分に自信を持っています。 2.043 2.116 2.221 2.250
・今の自分にだいたい満足しています。 2.058 2.191 2.243 2.176
・何事も他の人にしてもらうより、自分でやりたい方です。 2.587 2.536 2.688 2.676
・他の人と同じくらいに、物事ができると思います。 2.144 2.261 2.379 2.265
・自分の意見や考えを通す方です。 2.453 2.357 2.593 2.559




統制 ペチュニア ミニトマト 統制 ペチュニア ミニトマト
あなたは、自分にいいところがあると思いますか。 2.9143 3.1389 3.3333 3.0286 2.9167 3.0303
あなたは、「よくやったなあ」と自分をほめることがありますか。 2.6176 3.1944 3.0606 3.0000 3.0556 3.1818
あなたは、人の役に立つ活動をしていますか。 3.0571 3.0000 3.0909 3.0571 3.0000 3.3636
あなたは、お手伝いなどをしてほめられることがありますか。 3.3429 3.2500 3.6667 3.0000 3.0833 3.3333
あなたは、何かに夢中になることはありますか。 4.0588 4.4444 4.6364 3.9143 4.0556 4.3636
あなたは、何かをやりとげたという体験をしていますか。 3.4857 4.1667 3.8182 3.7143 3.8333 3.9091
あなたは、自然のすばらしさにふれて感動することがありますか。 3.3714 3.2222 3.5455 3.5143 3.4167 3.3939
あなたは、命ってすばらしいと感動することがありますか。 3.4286 3.4444 3.6364 3.6286 3.5833 3.4242
あなたは、身近に何でも話せる人がいますか。 3.8286 4.1111 4.1818 3.9143 4.0278 3.8788
あなたは、家族との楽しい時間をすごしていますか。 3.7714 4.4167 3.8788 3.8000 4.2500 3.8485
 あなたは、命は大切なものだと思いますか。 4.3143 4.7222 4.6667 4.4000 4.5278 4.5152
あなたは、命を大切にしていますか。 4.1714 4.5000 4.3939 4.3429 4.3056 4.2121
あなたは、長生きしたいと思いますか。 3.9429 4.2778 4.3636 4.2857 3.9444 4.2424
あなたは、自殺はしてはいけないと思いますか。 4.3714 4.4857 4.3333 4.1143 4.2000 4.3438
あなたは、いつかは死ぬのだから人生は無意味だと思いますか。※ 3.6857 4.1389 4.1515 3.6857 4.1389 3.7879
あなたは、命より大切なものはないと思いますか。 3.2000 3.4444 3.3333 3.6571 3.3333 3.1515


















同様に 1 年生を対象にした結果を表Ⅳ-8、9 に示した。 


















統制 ペチュニア ミニトマト 統制 ペチュニア ミニトマト
・何かしようとするとき、むずかしそうだと、他の人に手伝ってもらいたくなります。 2.457 2.500 2.333 2.486 2.611 2.636
・決められたことは、きちんとやるほうです。 2.857 2.444 2.727 2.771 2.694 2.818
・他の人を、とてもうらやましく思います。 2.857 2.639 2.969 3.029 2.417 3.030
・もし生まれ変わることができたら、今度は別の人になりたいと思います。 2.571 2.333 2.758 2.686 2.278 2.848
・自分に自信を持っています。 1.800 2.000 2.121 1.941 2.111 2.242
・今の自分にだいたい満足しています。 2.114 2.194 2.030 2.086 2.278 2.121
・何事も他の人にしてもらうより、自分でやりたい方です。 2.543 2.583 2.576 2.457 2.667 2.758
・他の人と同じくらいに、物事ができると思います。 2.286 2.111 2.364 2.257 2.278 2.091
・自分の意見や考えを通す方です。 2.200 2.194 2.273 2.400 2.306 2.333






































































事前 事後 事前 事後
統制群 3.68 3.63 2.45 2.56 *
ミニトマト 3.80 3.80 2.47 2.54
統制群 3.60 3.69 2.41 2.46
ミニトマト 3.88 3.75 * 2.46 2.54
ペチュニア 3.87 3.73 * 2.33 2.40































 図Ⅳ-10 自尊感情尺度の度数分布による前後比較 A 中学校(ミニトマト) 
度数による分析で、まず、「いのちのアンケート」平均得点については、3 年生で
は、事前に比べて事後の方が度数の 51-60 から 61-70 の上方へ、2 年生では、2 学
年ともその逆に 61-70 から 51-60 の下方へやや分布がずれている傾向が見られた。
1 年生では 41-50 の度数から 51-60、61-70、71-80 から 81-の上方へ分布がずれて
48 
 
いる傾   向が見られた。また、1 年 生から継続して実施した 2 年生では、61-70
から 51-60 あたりに下方に分布がずれているような傾向が見られた。 
「自尊感情尺度」による度数による分析では、3 年生では、16-20、21-25 の度数が
26-30 の度数へ上方にずれ、2 年生では、16-20 の度数が 21-25 および 26-30、31-35
の上方へ顕著にずれている傾向が見られた。継続実施した 2 年生では、逆に 21-25
から 16-20 の下方へずれている傾向が見られた。1 年生では、16-20 が 21-25 と 26-
30 が 31-35 の上方へずれている傾向が見られた。 
 






















事前 事後 事前 事後
男子 59.8 59.8 23.2 24.3
女子 60.1 57.9 * 21.3 21.3
男子 62.8 59.3 * 23.4 23.5
女子 61.3 60.4 20.6 22.2
男子 64.1 64.7 22.6 22.9
女子 64.8 64.7 22.8 22.9
男子 61.2 58.9 * 20.9 22.0 ☨





















「いのちのアンケート」では、3 年生の女子と 1、2 年生の男子が栽培前に比べて
栽培後が有意に減少(t 検定,p<.01)し、「自尊感情尺度」においては、1 年より継続し










事前 事後 事前 事後
上位 4.51 4.48 3.30 3.03 *
中位 3.81 3.69 * 2.49 2.54
下位 2.85 2.93 1.90 2.11 ☨
上位 4.71 4.44 ☨ 3.13 3.11
中位 3.94 3.76 ** 3.11 2.40
下位 2.84 3.16 * 1.97 2.72 **
上位 4.73 4.57 ** 3.16 2.84 *
中位 4.10 4.07 2.52 2.54

















り継続実施した 2 年生) 
 
いのちのアンケートでの得点群別比較では、表Ⅳ-12、図Ⅳ-13,14 のように 3 年の
中位群(t 検定, p<.01)、1 年の上位群(t 検定 p<.001)で有意に減少、2 年の上位群(t 検



































事前 事後 事前 事後
上位 4.48 4.55 4.54 4.43 ☨
中位 3.82 3.72 3.80 3.65 *
下位 2.94 3.28 2.65 2.13 *
自尊
事前 事後 事前 事後
上位 3.28 3.00 3.444 3.222
中位 2.52 2.63 2.47 2.41





事前 事後 事前 事後
上位 4.63 4.31 ☨ 4.88 4.6875
中位 3.96 3.65 ** 3.93 3.87
下位 3.00 3.44 ☨ 2.69 2.88
自尊
事前 事後 事前 事後
上位 3.19 2.97 2.89 3.67
中位 2.52 2.40 2.30 2.30




1年 事前 事後 事前 事後
上位 4.72 4.46 ** 4.74 4.67 ☨
中位 4.09 4.11 4.10 4.03 *
下位 2.93 4.11 ** 3.05 3.50 **
自尊
1年 事前 事後 事前 事後
上位 3.19 2.96 ☨ 3.12 2.69 **
中位 2.53 2.52 2.52 2.56






































表Ⅳ-16 3 年生の因子別分析結果 
 
表Ⅳ-17 2 年生の因子別分析結果 
 






































表Ⅳ-19 2 年生(１年から継続実施)の因子別分析結果 
  















































































































































































































































































































 ⑦ 事後感想文からの内容に関する類型分析 
感想文をその内容から「嫌いが好きになった」「命、成長」「楽しい」「人間関係」「作
















程度だったのが、2 年時においては約 69％に上昇したことは興味深い。 
 
（2）ペチュニア栽培条件 




































② 2 尺度の得点度数の分布による分析 
























これらから、いのちのアンケート得点の度数 51-60 が 61-70 の上方へずれ、自尊
感情尺度得点の度数分布でも 16-20 から 21-25 へと上方にずれているのがわかる。
しかし、いのちのアンケート得点では 30 以下の数値も見られる。 



























































事前 事後 事前 事後
男子 61.16 58.89 * 20.95 22.00 ☨



































④  2 尺度の平均得点別の栽培前後における比較分析 
    2 つの尺度について、その平均得点をミニトマトのときと同様に上位群、中位群、
下位群にそれぞれ分類して比較分析した。その結果が表Ⅳ-22 および、図Ⅳ-28 で
ある。 























⑤  2 つの尺度での因子別の栽培前後比較 
   2 つの尺度でそれぞれ因子別に栽培前後で比較分析したのが表Ⅳ-23、図Ⅳ-29 であ
る。 































達成経験 4.31 3.94 ☨




































































  ② 度数分布による比較から 
   2 つの調査による平均得点ではなく、累計得点の度数の分布を比較してみると、
栽培前後で差異が見られた。まず、「いのちのアンケート」の得点累計による度数の
分布栽培前後の比較では、図Ⅳ-9 から、3 年生で 51～60 の度数から 61～70 の度
数へ、事後の方が上方へ移行しているのに対して、2 年生では 2011 年、2013 年の
2 学年ともに 61～70 の度数から 51～60 の度数へ、事後の方が下方に移行してい






10 から、3 年生で 16～20、21～25 の度数が 26～30 の度数へ上方に移行し、2 年
生でも、16～20 の度数および 26～30 の度数がそれぞれ、21～25 および 31～35 の
度数の上方に移行、さらに、1 年生でも、16～20 の度数および 26～30 の度数がそ
れぞれ 21～25 および 31～35 の度数の上方へ移行したことから、各学年とも少し
ずつ自尊感情が向上しているといえるだろう。特に 2 年生においてはその傾向が強




  ③ 男女差について 
   表Ⅳ-11 から、男女による差を比較してみると、全体的に学年が上がるにつれて、











































⑤  因子項目別比較から 














































     
 (2) ペチュニア栽培について 









  2 つの尺度について、栽培前後の得点の度数の分布を比較した。「いのちのアンケ
ート」の得点では、51～60 の度数が 61～70 の度数に上方に移行し、意識が向上したとも言
えるが、また 30 点以下の低い度数も増えており、解釈は困難である。「自尊感情尺度」の得









































































 第 1節 学校教育活動としての動物飼育について 








































  中学 3年生(2010)2クラス 76名、中学 2年生(2011)1クラス 36名、中学１年生(2012)1
クラス 36名の 3つの学年を対象に飼育させた。 
 
（2）手続き 
2010 年 5月 12日より 1クラスを 6つの班に分け、各班 1つのプランターに餌用の

























    
  1 クラス 6班（1班 5～6人）編成で、図のように 1 班に 1ケースに 4～5頭の卵ま

























































   植物栽培の時と同様に、「いのちのアンケート」得点おける、得点度数の分布を各学
年ごとに図Ⅴ－3、4、5に、また「自尊感情」得点について図Ⅴ－6、7、8に示す。 







































































 図Ⅴ-7 自尊感情尺度平均得点事前事後の度数分布(2年生) 
図Ⅴ-8 自尊感情尺度平均得点事前事後の度数分布(1年生) 
 












































































   図Ⅴ-10 自尊感情尺度平均得点における前後比較(男女別) 
 
事前 事後 事前 事後
男子 3.80 3.59 ** 2.53 2.45
女子 3.81 3.71 2.43 2.39
男子 3.80 3.76 2.38 2.51 ☨
女子 3.94 4.00 2.56 2.67 *
男子 4.19 3.93 ** 2.59 2.70 ☨








   ミニトマト栽培の時と同様に、得点別群に分類して飼育前後の比較を行った。結果
を表Ⅴ-5、図Ⅴ-11、12に示す。 
 









  図Ⅴ-12 いのちのアンケート平均得点の得点群別飼育前後の比較分析 
 
 「いのちのアンケート」平均得点において、3年生上位群と中位群では有意な減少(そ
れぞれ、t 検定,p<.01、t 検定,p<.001) が認められたが、2年生の上位群、1年生の全群
では減少する傾向(t検定,p<.1)であった。自尊感情尺度の平均得点では、3年生の上位群
事前 事後 事前 事後
上位 4.54 4.27 * 3.17 2.93 *
中位 3.88 3.66 ** 2.46 2.36 ☨
下位 2.84 2.86 1.72 1.95 ☨
上位 4.56 4.25 ☨ 3.14 3.14
中位 3.90 3.95 2.53 2.52
下位 2.41 2.47 1.80 2.35 **
上位 4.77 4.61 ☨ 3.19 2.67 *
中位 4.16 4.01 ☨ 2.61 2.69























































































  いのちのアンケートについて、3年生のデータについて、因子分析を試みた(表Ⅵ-6)。 
 
  表Ⅴ-6 「いのちのアンケート」の因子分析結果 
その結果、3つの因子に分類され、問 11、12、13、14については、「命の大切さ」、問
1、2、3、7については、「自己肯定感」、問 5、6については、「達成経験」と分類した。 
   
（6）2つの尺度における平均得点による飼育前後の因子別比較分析 
   いのちのアンケートの因子と自尊感情尺度の因子について、因子項目別に飼育前後  
の比較分析を行った。結果を、表Ⅴ-7,8、図Ⅴ-13,14に示す。 










命の大切さ 4.38 4.14 ☨
自己肯定感 3.12 3.21
達成経験 4.20 4.24
命の大切さ 4.50 4.35 ☨
自己肯定感 3.65 3.51 ☨
達成経験 4.32 4.04 ☨







問11　あなたは、命は大切なものだと思いますか 0.91 -0.17 0.04
問12　あなたは、命を大切にしていますか 0.82 0.04 0.04
問13　あなたは、長生きしたいと思いますか 0.67 0.08 0.00
問14　あなたは、自殺してはいけないと思いますか 0.67 0.01 -0.05
問10　あなたは、家族との楽しい時間をすごしていますか 0.50 0.22 0.02
問2　あなたは、「よくやったなあ」と自分をほめることがありますか 0.07 0.83 -0.13
問1　あなたは、自分にいいところがあると思いますか -0.08 0.78 0.03
問3　あなたは、人の役に立つ活動をしていますか 0.00 0.76 0.02
問7　あなたは、自然の素晴らしさに触れて感動することがありますか 0.04 0.40 0.26
問6　あなたは、何かをやりとげたという体験をしていますか -0.01 0.07 0.85









  表Ⅴ-8 自尊感情尺度平均得点の事前事後における因子別比較 
































   植物栽培の時と同様に、感想文についてテキストマイニング分析を行った。図Ⅵ-15、
図Ⅴ-15、図Ⅴ-16にその結果を示す。 
図Ⅴ-15 テキストマイニング分析の結果(3年生) 


































































































































































































































































































(1) 「いのちのアンケート」と「自尊感情尺度」の 2つの尺度による得点平均のデータ 
の事前事後比較による分析結果から 
① 全体的な比較から 
   モンシロチョウ飼育によって「いのちのアンケート」の平均得点が有意に減少し























③  男女別比較から 























     
⑤  因子分析から 
   「いのちのアンケート」に関する 3年生のデータから、質問項目の 16個に関して、
中学 3 年生の事前アンケートの回答をもとに主因子法・プロマックス回転を用いて
因子分析を行った。因子負荷量が 0.4以下の項目を削除した結果、1回目の分析では









られる。また、「自尊感情尺度」についての因子については、荒木( 2011 )による 4
因子、「自己肯定感」、「責任感」、「幸福感」、「自己価値づけ」に分類して考えられる。 
 









見られ、「自尊感情尺度」に関しては、4 因子とも 1,2 年生ではやや増加傾向が見ら






















































第 1 節 いのちの教育の自尊感情への影響 
 1. 自尊感情と共有体験 








    自尊感情とは、120 年前のウィリアム・ジェームズの定義に端を発する概念である。 
ジェームズの「心理学原理」によれば、Self esteem = Success/Pretention (自尊感情
=成功/要求)という関数であるとしている。近藤によると自尊感情は、基本的自尊感情
と社会的自尊感情との 2 つの領域があるとし、4 つのタイプすなわち、SB タイプ(自尊
感情の 2 つの部分がバランスよく形成されているタイプ)、sB タイプ(社会的自尊感情
























命名    共視   指さし 
○母       ○子  
いとおしい  守られている  一緒にいてくれる 
(深い感情の交流) 
 図 原象徴的三角形 (近藤 2009による) 
































































































































































































第 2 節 中学生の意識・実態から 






















  3. 男女差 


















第 3 節 園芸活動と昆虫飼育の効果の比較 

















































































































第 5 節 モンシロチョウ飼育での検討 
  中学校 2 年生での比較 (関谷，寺井,2015) によると、モンシロチョウの飼育では、ミ
ニトマトやペチュニア栽培に比べて「命の大切さ」に関する項目得点が著しく下がってい
る。中学 2 年生時と 3 年生時における結果(関谷，2015)を示したものが、表Ⅵ-1、表Ⅵ-2
である。モンシロチョウ飼育実践において、自尊感情尺度の得点が実践後顕著に減少して
いる。 









































































































































































































































































































































































































 本論文の一部は、吉備国際大学臨床心理相談研究所紀要第 11号、園芸療法学会誌第 6号、
道徳性発達研究第 9巻第 1号に掲載されたものであり、また、日本教育心理学会第 52回総
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資 料 
資料 1 園芸療法の実践例と主なもの 
 









 回答は、1（まったくない）から 5（よくある）の番号の中から 1 つ選んで○を付けてください。 
  例 まったくない  あまりない  どちらでもない  ときどきある  よくある 
      1     ○2      3      4     5 
1  あなたは、自分にいいところがあると思いますか。          1  2  3  4  5 
2  あなたは、「よくやったなあ」と自分をほめることがありますか。    1  2  3  4  5 
3  あなたは、人の役に立つ活動をしていますか。            1  2  3  4  5 
4  あなたは、お手伝いなどをしてほめられることがありますか。     1  2  3  4  5 
5  あなたは、何かに夢中になることはありますか。           1  2  3  4  5 
6  あなたは、何かをやりとげたという体験をしていますか。       1  2  3  4  5 
7  あなたは、自然のすばらしさにふれて感動することがありますか。   1  2  3  4  5 
8  あなたは、命ってすばらしいと感動することがありますか。      1  2  3  4  5 
9  あなたは、身近に何でも話せる人がいますか。            1  2  3  4  5 
10  あなたは、家族との楽しい時間をすごしていますか。         1  2  3  4  5 
11  あなたは、命は大切なものだと思いますか。             1  2  3  4  5 
12  あなたは、命を大切にしていますか。                1  2  3  4  5 
13  あなたは、長生きしたいと思いますか。               1  2  3  4  5 
14  あなたは、自殺はしてはいけないと思いますか。           1  2  3  4  5 
15  あなたは、いつかは死ぬのだから人生は無意味だと思いますか。    1  2  3  4  5 
16  あなたは、命より大切なものはないと思いますか。          1  2  3  4  5 
 
次の項目には、4 段階  ほとんどない 1 ときどきある 2 しばしばある 3  ほとんどいつも 4  で答えてください。 
 
17 何かしようとするとき、むずかしそうだと、他の人に手伝ってもらいたくなります。 1  2  3  4 
18 決められたことは、きちんとやるほうです。                 1  2  3  4 
19 他の人を、とてもうらやましく思います。                  1  2  3  4 
20 もし生まれ変わることができたら、今度は別の人になりたいと思います。    1  2  3  4 
21 自分に自信を持っています。                        1  2  3  4 
22 今の自分にだいたい満足しています。                    1  2  3  4 
23 何事も他の人にしてもらうより、自分でやりたい方です。           1  2  3  4 
24 他の人と同じくらいに、物事ができると思います。              1  2  3  4 
25 自分の意見や考えを通す方です。                      1  2  3  4 
 
資料 3 中学生に対するアンケート 
 




1 あなたは             男子      女子 
 
2 あなたの家は         一戸建て      マンションなどの集合住宅 
 
3 あなたの家の家族構成は      祖父母といっしょに住んでいる    住んで
いない 
                    
4 あなたには兄弟が        いる      いない 
 









    すごくいやしになる   ときどきいやしになる    あまり感じない   
全く感じない 
                                        
8 家庭で植物を栽培していますか（家の人も含めて）     している      し
ていない 
  （ただし、営利目的での栽培は除く、たとえば農業とか・・） 
9 その世話を自分でしたりしていますか。（栽培している人のみ答えてください） 
      よくする      ときどき      あまり      全くしない 
 
10 教室から窓の外を眺めたとき、緑の木々と田園風景どちらにいやしを感じますか。 
      緑の木々      田園風景 
 
11 地域や、公園などで植物が植えてあるのを見て、あなたはどう思いますか。 
     すごくいやしになる   ときどきいやしになる    あまり感じない   
全く感じない 
 
12 あなたは花束をもらったとき、どう思いますか。  
     すごくいやしになる   ときどきいやしになる    あまり感じない   
全く感じない 
 
13  あなたは、悲しい時やさびしい時に花や植物を見て、どう思いますか。 































・各班に 1 冊ずつノートを渡します。 
記入内容 
⑴ 班員の指名、班長名 1 ページ目に書く。 
⑵ 2 ページ目からは、 
  ① ミニトマト購入 5 月 25 日 
  ② 定植      5 月 日( ) 
  ③ 支柱立て    5 月 日( ) 











水やり当番  大原太郎 
トマトの様子 支柱が倒れていたのでしっかり立て直す。 
葉の枚数  5 枚 
背の高さ  58 ㎝ 








 資料 5 ペチュニア栽培の方法 
 
ペチュニア栽培ノートの記入について 
・各班に 1 冊ずつノートを渡します。 
記入内容 
⑴ 班員の指名、班長名 1 ページ目に書く。 
⑵ 2 ページ目からは、 
  ① ペチュニア購入 5 月 25 日 
  ② 定植      5 月 日( ) 
  ③ 花がら摘み   花が終わったものから・・ 











水やり当番  大原太郎 
ペチュニアの様子 つぼみが 4 つにふえていた。 
つぼみの数  5 つ 
開花数    6 つ 









資料 6 モンシロチョウ飼育の方法 
 
モンシロチョウ飼育マニュアル 
 ① 卵もしくは、一齢幼虫を配布。１班１ケース。 
  ※モンシロチョウの幼虫は、孵化（卵からかえること）すると 5 齢まで脱皮を繰り返
して大きくなっていきます。 
 ② 必ず毎日、ふたを開けて様子を観察する。最初のうちは、幼虫が小さいので（1 齢で
は、1 ミリ～3 ミリ程度）、毎日飼育ケースの掃除をする必要はないが、3 齢幼虫以上
になってくると毎日、糞とエサ（キャベツ）の残りかすを掃除しないと病気になる
ので注意。 
   糞とエサは様子を見ながらエサが足りなくなってきたら、栽培しているプランター
から 1 枚～2 枚程度補充する。あまりたくさんあげないようにする。葉は一日経つと
しおれてしまう場合が多い。 
 ③ 掃除のポイント 
  ・幼虫を決して直接手でつまんだりしないこと。害はないが、幼虫が弱ってしまう。 
   幼虫がついている葉ごと取り出してそのまま置き、その他は捨てる。 
  ・糞は手についてもキャベツの残骸なので汚くはないので嫌がらずにティッシュなど
できれいにふき取ること。 






















    
 
モンシロチョウの飼育ノートの記入について 
・各班に 1 冊ずつノートを渡します。 
記入内容 
⑴ 班員の指名、班長名 1 ページ目に書く。 
⑵ 2 ページ目からは、 
  ① エサ用キャベツ種子購入 5 月 31 日 
  ② エサ種まき      2 年 組   6 月 日(月)  
  ③ 発芽       6 月 日( )~ 











エサの水やり当番  大原太郎 





エサ水やり当番  神戸花子 
飼育容器の掃除  ３年二郎 
モンシロチョウの様子 2 つの卵が孵化する。エサの葉を一枚入れる。 




資料 8 ミニトマト栽培の感想シート 
ミニトマト栽培の感想 
神戸市立   中学校 






① あなたは、今までにミニトマトを栽培したことがありますか？   はい  いいえ 
  （学校、家庭を問わずに） 




 まったく変った   少し変わった   あまり変わらなかった   全然変わらなかった 
 
④ あなたは、栽培活動（水やりなど）に積極的に参加できましたか？ 
 すごくできた    少しできた     あまりできなかった   全然できなかった 
※できなかった人はその理由を書いてください。（理由              ） 
⑤ 2学期以降、また何か、栽培したいですか？        したい   したくない 
 
⑥ もし、もう一回栽培するとしたら、どれが良いですか？ 




                                                 
 
                                                 
 
                                                 
 
                                                 
 




資料 9 ペチュニア栽培後の感想シート 
ペチュニア栽培の感想 
神戸市立  中学校 






① あなたは、今までに花を栽培したことがありますか？    はい    いいえ 
  （学校、家庭を問わずに） 
② あなたは、咲いた花を見てどう思いましたか？  




 まったく変った   少し変わった   あまり変わらなかった   全然変わらなかった 
 
④ あなたは、栽培活動（水やりなど）に積極的に参加できましたか？ 
 すごくできた    少しできた     あまりできなかった   全然できなかった 
 ※できなかった人はその理由を書いてください。（理由              ） 
⑤ 2学期以降、また何か、栽培したいですか？        したい   したくない 
 
⑥ もし、もう一回栽培するとしたら、どれが良いですか？ 




                                                 
 
                                                 
 







資料 10 モンシロチョウ飼育の感想シート 
モンシロチョウ飼育の感想 
神戸市立  中学校 






① あなたは、今までにモンシロチョウなどチョウの幼虫を飼育したことがありますか？      
（学校、家庭を問わずに）                  はい    いいえ 
   
② あなたは、虫（昆虫）がもともと好きですか？ 




 まったく変った   少し変わった   あまり変わらなかった   全然変わらなかった 
 
④ あなたは、飼育活動（エサやりなど）に積極的に参加できましたか？ 
 すごくできた    少しできた     あまりできなかった   全然できなかった 
※できなかった人はその理由を書いてください。（理由               ）  
 
⑤ 2学期以降も何か飼育したいですか？           したい   したくない 
 
⑥ モンシロチョウを飼育して思ったことを自由に感想として書いてください。 
                                                
 
                                                 
 









資料 11 WAT検査の一部抜粋 
 
資料 12 ミニトマト栽培実習ノート 
  
